
　熊
本
市
１
３
５
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
・
市
Ｐ
担
当
副
会
長
、
並
び
に

各
学
校
長
の
皆
様
、
ま
た
、
廣
塚

教
育
長
ほ
か
御
来
賓
の
皆
様
、
多

数
ご
参
加
い
た
だ
く
中
、
本
定
期
総

会
が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
を
振
り
か
え
り
ま

す
と
、
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
（
以

下
、
市
Ｐ
協
）
の
諸
活
動
に
、
ご
理

解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

　発
足
し
て
63
年
、
１
３
５
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
構
成
さ
れ
る
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会（
以
下
、
市
Ｐ
協
）の
平
成
24

年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
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さ
ら
な
る
活
力
と
魅
力
あ
る

政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

平
成
24
年
度
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
定
期
総
会

　今
年
度
の
会
員
は
約
５
５
、
０
０

０
人
、
熊
本
市
が
政
令
市
と
な
り
、

市
Ｐ
協
に
お
い
て
も
、
新
た
な一歩
と

な
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。多
数
の

来
賓
と
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ（
以
下
、
単
Ｐ
）

の
代
表
者
が
出
席
し
、
す

べ
て
の
議
事
は
承
認
さ

れ
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　総
会
時
点
で
は
、
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
へ
の

加
入
を
申
請
し
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
加
入
が
認
め

ら
れ
る
か
は
、
計
り
知
れ

な
い
状
況
の
な
か
、
市
Ｐ

協
、
単
Ｐ
の
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
の
「
Ｃ
Ｃ
Ｐ

プ
ラ
ン
」
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
着
々
と
逞
し
く
な

る
新
た
な
市
Ｐ
協
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　最
後
に
、
い
た
わ
り
の

心
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成

と
、
親
も
学
び
あ
い
連
携

す
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
理
念
が
高
ら
か
に
宣

言
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
市
長
表
彰
６
人
、
教

受
賞
者
発
表

表彰式の様子 廣塚教育長来賓挨拶

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　特
に
熊
本
市
の
政
令
市
移
行
に

際
し
、
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ（
以
下
、
政

令
市
Ｐ
）の
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
・

枠
組
み
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
を
行

い
、一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
向
性
を
決

定
し
て
き
ま
し
た
。

　15
回
に
及
ぶ
政
令
市
Ｐ
準
備
特

別
委
員
会
、
政
令
市
Ｐ
説
明
会
、

そ
し
て
２
度
に
わ
た
る
臨
時
総
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
例
年
に
な
い
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
ご
議

論
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
、

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　３
月
13
日
に
開
催
し
た
臨
時
総

会
で
、（
社
）日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
（
以
下
、
日
Ｐ
全
国
協
）
に
正

会
員
申
請
を
行
う
と
い
う
議
決
を
い

た
だ
き
、
現
在
、
３
月
15
日
付
け
で
、

日
Ｐ
へ
申
請
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日
付
け

で
、熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以
下
、

県
Ｐ
連
）
か
ら
発
展
的
な
独
立
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き

た
県
Ｐ
研
究
大
会
や
九
Ｐ
研
究
大
会

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
熊
本
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
費
用
負
担

面
を
含
め
、
精
一
杯
協
議
し
て
き
ま

し
た
が
、
時
間
的
な
余
裕
も
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
確
定
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
平
成
24
年
度
は
移
行

準
備
期
間
と
し
て
、
県
Ｐ
と
の
協
議

を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、市
Ｐ
協
、区
Ｐ
連
絡
会
（
以

下
、
区
Ｐ
連
）、
学
校
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
」
と
い

う
政
令
市
Ｐ
の
新
規
事
業
を
考
え
て

い
ま
す
。Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
で
は
、「
ふ
れ

あ
い
読
書
研
究
会
推
進
活
動
支
援
」

「
全
保
護
者
参
加
活
動
支
援
」「
地

域
連
携
活
動
支
援
」「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
」「
教
育
の
日
活
動
支
援
」「
熊

日
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
６
つ

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
総
会
後
、
新
年
度
に
お

い
て
更
に
詳
細
検
討
を
行
い
、
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　日
Ｐ
正
会
員
申
請
に
つ
い
て
は
、

６
月
の
日
Ｐ
総
会
で
ど
う
扱
わ
れ
る

か
は
、
計
り
知
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

市
Ｐ
協
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
期
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
Ｐ
協
・

区
Ｐ
連
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
各
単
Ｐ
で
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
が
よ
り
発
展
し
、
ひ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
教
育
環

境
整
備
に
つ
な
が
っ
て
い
く
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
」
の
取
り
組
み
と
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
各
単
Ｐ・
更
に
は

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
区
Ｐ
連
の

更
な
る
発
展
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
、
み
ん
な
の
力
で
確

か
な
も
の
に
で
き
る
よ
う
、「
強
調
と

連
帯
・
そ
し
て
配
慮
」
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
年
度
市
Ｐ
協
を
支
え
て
い
た
だ
く

学
校
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
対
し
、

引
き
続
き
ま
す
ご
協
力
・
ご
尽
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
な
る
「
強
調
と
連
帯
・
そ
し
て
配
慮
」
あ
る
活
動
を
目
指
し
て
！

会長あいさつ

熊本市ＰＴＡ協議会
会長　上田　芳裕

平成24年度  熊本市ＰＴＡ協議会役員（敬称略）
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健安
広報
総務
教養
広報
教養
厚生
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所属委員会役職名
会 長
副 会 長
　
　
　
　
市Ｐ担当副会長部会長
会 計 理 事
　
専門委員会委員長
　
　
　
　
常 任 理 事
　
　
　
　
　
　
監 事
　
市 Ｐ 事 務 局
　
　
参 与

　西
原
中
で
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
真

ん
中
に
は
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
持
ち
、
支
え
合

い
、絆
を
深
め
よ
う
。」
を
合
言
葉
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　本
校
は
緑
豊
か
な
学
校
で
、
校
木

の
お
が
た
ま
の
木
や
四
季
折
々
の

花
々
が
校
内
を
彩
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
腐
葉
土

介Ｐ紹単
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
頑
張
る
学
校
と

　
　
　

  

子
ど
も
た
ち
の
応
援
団
」

【
西
原
中
学
校
】

うちの学校のこんなトコ紹介します！

　帯
山
中
は
生
徒
の
心
を
育
む
教

育
の一
環
と
し
て｢

人
が
環
境
を
つ
く

り
、
環
境
が
人
を
つ
く
る｣

を
テ
ー
マ

に
平
成
17
年
度
か
ら
生
徒
が
主
体
と

な
り
、
保
護
者
や
地
域
も
協
力
す
る

環
境
緑
化
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
熊
本
市
学
校
環
境
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
で
平
成
22
年
度
に
「
つ
ば
き

賞
」
を
、
平
成
23
年
度
に
「
熊
本

市
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
度
に
第
63
回
全
国
植
樹
祭
学

校
環
境
緑
化
の
部(

中
学
校)

で
特

撰（
文
部
科
学
大
臣
賞
）を
受
賞
し
、

「
全
国
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

日
本
一
」

【
帯
山
中
学
校
】

や
種
作
り
か
ら
花
を
育
て
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
や
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
５
月
に
は
バ
ラ
園
に
「
西

原
朝
顔
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
も
完
成
し

ま
し
た
。
秋
に
は
地
域
交
流
推
進
事

業
と
し
て
、
育
て
た
花
を
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
、ご
高
齢
の
方
宅
へ
贈
る
「
花

の
宅
配
便
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
交
流

活
動
も
併
せ
、
ど
ち
ら
も
と
て
も
好

評
で
す
。

　委
員
会
活
動
と
し
て
は
、
文
化

厚
生
委
員
会
が
七
宝
焼
き
な
ど
の

講
習
会
を
企
画
開
催
し
、
家
庭
で
の

子
育
て
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
保
護

者
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　本
年
度
、子
ど
も
た
ち
は
「
ス
リ
ッ

パ
並
べ
隊
」
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
私
た
ち
保
護
者

も
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
す
る

な
ど
、
頑
張
る
学
校
と
子
ど
も
た
ち

を
精一杯
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

（
西
原
中

　甲
斐

　あ
ず
さ
）

正
門
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

東
バ
イ
パ
ス
道
守
花
壇

日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
を

１
万
本
の
花
で
送
り
出
す
「
種
苗
サ

ク
ラ
ソ
ウ
、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
大
作

戦
」、
夏
の
校
舎
を
彩
る
「
ク
リ
ー

ピ
ア
挿
し
芽
１
万
本
作
戦
」、「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
２
千
本
向
日
葵

花
壇
」
や
毎
朝
２
百
人
を
超
え
る
生

徒
に
よ
る
校
舎
内
外
の
清
掃
及
び
あ

い
さ
つ
運
動
、全
校
生
徒
に
よ
る
日
々

の
緑
化
活
動
な
ど
、
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
生

徒
の
主
体
性
を
生
か
し
た
環
境
教

育
、
心
を
育
て
る
教
育
に
取
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
帯
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
美
化
や
緑
化
活
動

を
は
じ
め
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
交
通

安
全
指
導
、
学
校
行
事
の
支
援
、
バ

　今
回
初
め
て
会
報
作
成
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。会

報
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
今
、伝

え
る
こ
と
」を
主
眼
に
４
面
の
誌

面
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

素
人
が
つ
く
っ
た
誌
面
で
す
の
で
、

何
か
と
不
備
な
点
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、最
後
ま
で
お
読
み
い

た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。

　最
後
に
、前
期
編
集
委
員
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、取
材
か
ら
記
事
作
成
ま
で
を

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
長

　
　
　
　
　

倉
光
宏
一（
武
蔵
小
））

■
前
期
編
集
委
員
■

（
順
不
同
／
敬
称
略
）  

畑
田
　秀
澄
（
武
蔵
中
）

中
山
　幸
美
（
楠
　
　中
）

冨
盛
　
　勝
（
麻
生
田
小
）

岩
本
　宗
智
（
武
蔵
中
）

才
藤
　昌
史
（
出
水
中
）

青
木
　勝
士
（
帯
山
中
）

徳
山
　理
恵
（
白
山
小
）

甲
斐
あ
ず
さ
（
西
原
中
）

野
瀬
田
　隆
（
泉
ヶ
丘
小
）

大
森
　千
恵
（
松
尾
北
小
）

山
木
　生
也
（
中
島
小
）

村
上
　義
徳
（
日
吉
東
小
）

伊
藤
　
　恒
（
隈
庄
小
）

平
成
24
年
５
月
19
日（
土
）　
熊
本
市
立
図
書
館

育
長
表
彰
４
人
、
市
Ｐ
協
個
人
表
彰

８
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
を
代
表
し
て
山
形
継
司

さ
ん
（
前
年
度
常
任
理
事
）
か
ら
御

礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

（
楠
中

　中
山

　幸
美
）

（
武
蔵
中

　岩
本

　宗
智
）

上田　芳裕
緒方　玲子
緒方　俊生
松村　晋
清田　好彦
畑田　秀澄
山野　佳子
江頭　隆一
下野　成人
阿久根祐子
緒方　秀一
坂口　淳
坂本　隆生
倉光　宏一
新富　浩之
田尻　哲也
富盛　勝
竹濵さおり
前渕　洋子
堀川　光江
中山　幸美
菊川　正昭
湊　　一
森川　和憲
山田　清佳
滝本　恵子
薬師寺　孝
溜渕　孝二
井上　正文
濵平　清志
吉田　忠生

（白川中）
（出水南中）
（錦ヶ丘中）
（井芹中）
（日吉小）
（武蔵中）
（湖東中）
（長嶺小）
（豊田小）
（帯山西小）
（桜木中）
（河内中）
（力合小）
（武蔵小）
（碩台小）
（芳野小）
（麻生田小）
（江原中）
（白坪小）
（日吉中）
（楠中）
（京陵中）
（白坪小）
（事務局長）
（事務局員）
（事務局員）
（小学校長会代表）
（中学校長会代表）
（教育政策課長）
（指導課長）
（教育政策課）

「
保
護
者
P
O
W
E
R
」【

隈
庄
小
学
校
】

　隈
庄
小
学
校
は
熊
本
市
南
区
城

南
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
児

童
数
４
７
８
名
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
３

９
６
の
小
学
校
で
、
本
校
の
歴
史
を

遡
れ
ば
平
成
・
昭
和
・
大
正
・
明

治
さ
ら
に
江
戸
時
代
ま
で
に
た
ど
り

着
く
歴
史
あ
る
小
学
校
で
す
。

　隈
庄
小
学
校
で
は
８
月
を
除
く

毎
月
月
始
め
に
校
門
と
南
門
、
登

校
班
集
合
場
所
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
子

・ ８月　４日（土）午後　第 42 回熊本市ＰＴＡ協議会ソフト

バレーボール大会

・ ９月　３日（月）朝　　熊本市PTA協議会一斉あいさつ運動

・11月 10日（土）午後　熊本市PTA研究大会

・ １月　７日（月）朝　　熊本市PTA協議会一斉あいさつ運動

お知らせ

ザ
ー
の
開
催
な
ど
多
彩
な
場
面
で
地

域
と
共
に
積
極
的
に
参
加
し
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
帯
山
中

　青
木

　勝
士
）

中
庭
で
の
全
校
集
会

グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
作
。
西
原
中

ア
サ
ガ
オ
ツ
リ
ー

七
宝
焼
き
体
験
で
保
護
者
間
の
交
流
が
深
ま

り
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
運
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
に
は

５
年
生
と
１
年
生
共
同
で
も
ち
米
の

田
植
え
を
行
い
、
10
月
に
収
穫
し
12

月
に
そ
の
も
ち
米
を
使
い
収
穫
祭
を

開
催
し
、
ク
ラ
ス
単
位
に
分
か
れ
臼

と
杵
で
餅
つ
き
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
や
地
域
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

参
加
も
あ
り
大
変
楽
し
い
行
事
の
一

つ
で
す
。

　写
真
は
校
舍
中
庭
で
の
全
校
集

会
の
風
景
で
す
。
中
庭
に
は
竹
馬
や

ベ
ン
チ
な
ど
が
置
か
れ
て
、
昼
休
み

時
間
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
す
。

　Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
毎
年
６
月
第

１
日
曜
日
に
、
お
や
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
校
内
の
美
化
作
業
を
開
催

し
、
父
親
（
母
親
）
の
力
で
子
ど
も

た
ち
の
学
習
、
運
動
の
場
を
き
れ
い

に
し
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
隈
庄
小

　伊
藤

　恒
） 

お
や
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
美
化
作
業

くまもと市ＰＴＡ会報 平成24年７月17日　（4）第115号（1）　平成24年７月17日 くまもと市ＰＴＡ会報 第115号



　
６
月
14
日
（
木
）
10
時
よ
り
、
２

時
間
半
の
時
間
を
設
け
、
中
央
公

民
館
に
て
会
計
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
高
木
徳
文
氏
（
元

市
Ｐ
協
副
会
長
）
を
お
招
き
し
、

初
級
編
・
応
用
編
の
二
部
構
成
で
ご

講
演
頂
き
、
約
１
２
０
名
と
い
う
、

多
く
の
会
計
担
当
者
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
初
級
編
で
は
ま
ず
、「
誰
が
見
て

も
わ
か
る
」「
誰
で
も
出
来
る
」「
透

明
性
を
保
つ
」
と
い
う
３
つ
の
条
件

を
満
た
す
た
め
に
一
般
的
な
会
計

ル
ー
ル
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
い
う

説
明
の
後
、
経
理
未
経
験
者
で
も

理
解
し
や
す
い
解
説
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
現
金
主
義
の
あ
り
方
や
勘
定

科
目
の
仕
分
け
方
な
ど
、
実
務
に

直
結
し
た
内
容
で
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
、
常
日
頃
疑
問
に
感
じ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
会
計
監
査
日
の
記
載
は

平
成
○
○
年
３
月
31
日

と
実
際
の
決
算
日
の
ど
ち

ら
に
す
べき
か
？

Ａ
．
監
査
日
の
記
載
は
実
際

に
監
査
を
し
た
日
。
会

計
年
度
（
４
月
１
日
〜

３
月
31
日
）
は
遵
守
。

必
ず
年
度
末
で
締
め
る
こ

と
。
未
精
算
残
高
が
あ

る
場
合
は
、
年
度
末
日

ま
で
に
清
算
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
も

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
繰

り
越
す
。
年
度
の
日
付
は

変
え
て
は
い
け
な
い
。（
会

則
で
会
計
年
度
は
限
定

し
て
あ
る
は
ず
。）

Ｑ
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
集
金
が
な

か
な
か
終
わ
ら
な
い
。
何

か
い
い
方
法
は
？
ま
た
、

年
度
末
ま
で
に
納
入
さ
れ

な
い
場
合
は
ど
う
処
理
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

Ａ
．
根
気
よ
く
請
求
。
場
合

に
よ
っ
て
は
月
払
い
に
し

て
請
求
を
。
未
納
の
場

合
は
記
帳
し
な
い
。
予
算

額
と
決
算
額
が
異
な
る

だ
け
。
異
な
っ
て
も
問
題

な
し
。

Ｑ
．
転
校
生
に
会
費
を
返
金

す
る
際
に
、
引
っ
越
し
等

で
領
収
書
の
も
ら
い
そ
こ

ね
や
返
金
で
き
な
い
時
が

あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
処

理
は
？ 

Ａ
．
現
金
を
渡
し
た
時
に
必
ず

領
収
書
を
も
ら
う
。
も
ら

え
な
け
れ
ば
渡
さ
な
い
。

返
金
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
し
な
か
っ
た
場
合
は

何
も
し
な
い
。

　
ま
た
、
単
Ｐ
の
会
計
処
理
で
工
夫

し
た
点
や
改
善
で
き
た
項
目
も
挙
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

・
市
Ｐ
提
供
の
会
計
ソ
フ
ト
を
導

入
。
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
決

算
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

・
教
頭
先
生
が
昨
年
よ
り
も
も
っ
と

協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
先
生
方
と

の
連
携
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
。

・
会
費
の
集
金
袋
（
持
参
）
を
フ
ァ

ス
ナ
ー
袋（
在
籍
中
６
年
間
使
用
。

小
銭
紛
失
防
止
）
に
変
え
た
。

　
後
半
の
応
用
編
で
は
、
ま
ず
Ｐ
Ｔ

Ａ
予
算
編
成
の
留
意
点
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

①
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
本

来
の
目
的
の
た
め
に
編
成
す

る
。

②
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
管
理
に
つ
い
て

は
、
事
務
の
負
担
軽
減
や
合

理
化
を
考
慮
し
、
会
員
か
ら

疑
義
を
招
か
な
い
よ
う
に
す

る
。

　
そ
の
後
、
実
際
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算

書
・
決
算
書
を
使
っ
た
講
習
が
行
わ

れ
、
間
違
っ
て
し
ま
い
や
す
い
部
分
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
質
疑
応
答
や
ア
ン
ケ
ー

ト
記
入
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
も

活
発
な
質
問
や
意
見
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

　
普
段
聞
く
こ
と
の
少
な
い
他
校
の

情
報
も
多
く
入
手
で
き
、
会
計
と
し

て
の
見
聞
を
広
め
る
こ
と
の
で
き
た

研
修
会
で
し
た
。

（
白
山
小
　
徳
山
　
理
恵
）

（
泉
ヶ
丘
小
　
野
瀬
田
　
隆
）

「
会
計
研
修
会
開
か
れ
る
」

「
会
計
研
修
会
開
か
れ
る
」

　
仕
事
で
産
婦
人
科
の
病
院
へ

行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
当
然
、

周
り
に
は
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣
き
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
わ
が

子
が
生
ま
れ
た
時
の
情
景
や
当

時
私
が
思
い
描
い
て
い
た
夢
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
健
康

で
元
気
に
育
っ
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
よ
う
！
」
と
、
ご
く
普
通

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
楽
し
み
な

夢
で
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
が

小
学
校
の
部
活
に
入
る
と
「
な

ぜ
こ
ん
な
球
が
打
て
な
い
？
な

ぜ
、
そ
れ
く
ら
い
の
捕
れ
な
い
？
」

と
、
子
ど
も
に
き
つ
く
声
を
浴
び

せ
て
い
た
事
も
同
時
に
思
い
出
さ

れ
た
の
で
し
た
。

　
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
は
上

達
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
成
長
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
厳
し
さ
も

必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

楽
し
さ
を
見
出
す
事
、
見
出
し

て
や
る
事
も
、
も
ち
ろ
ん
大
切
な

事
だ
と
も
思
い
ま
す
。一
方
、
私

自
身
は
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
て
い
な
い
か
？
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
早
い
も
の
で
、
子
ど
も
の
９
年

間
の
義
務
教
育
も
終
わ
り
が
近

づ
き
、
高
校
受
験
を
控
え
る
今
、

子
ど
も
が
「
た
だ
い
ま
」
と
帰
っ

て
く
る
日
常
を
、
今
一
度
、
生
ま

れ
た
当
時
を
思
い
出
し
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
で
接
す
る
事

が
大
切
だ
と
、
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。（

武
蔵
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
　

畑
田
秀
澄
）

〝
あ
り
が
と
う
〞の気

持
ち

６
月
14
日
（
木
）　
熊
本
市
中
央
公
民
館

《
会
計
処
理
に
つ
い
て
の
実
務
的
な
研
修
会
》

　「
今
さ
ら
聞
け
な
い
市

Ｐ
担
当
副
会
長
の
常
識
」

を
テ
ー
マ
に
市
Ｐ
担
副
会

長
理
事
部
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
Ｐ
担
当
副

会
長
部
会
の
役
員
の
３
人

の
方
々
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
理
事
を
含
め

多
く
の
参
加
者
の
中
で
テ

ス
ト
形
式
や
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
っ
た
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
や
地
域
と
の
協

賛
す
る
事
業
に
つ
い
て
、Ｐ

Ｔ
Ａ
災
害
見
舞
金
の
適

用
の
あ
り
方
や
、Ｐ
Ｔ
Ａ

が
今
後
行
う
事
業
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

Ｐ
担
当
副
会
長
ア
ン
ケ
ー

ト
の
分
析
で
は
、「
市
Ｐ

担
当
は
２
年
目
か
ら
楽
し

く
な
り
友
人
も
で
き
る
」

こ
と
や
、
併
せ
て
各
校
区

で
の
役
員
決
め
の
状
況
、

家
庭
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
両

立
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は

「
出
会
い
も
あ
り
楽
し
く

活
動
を
し
た
い
」
と
の
声

も
あ
り
、
今
後
の
活
動
に

お
い
て
大
い
に
役
立
つ
こ

と
が
で
き
る
と
実
感
し
た

研
修
会
で
し
た
。

（
中
島
小
　
　
　
　

山
木
　
生
也
）

（
松
尾
北
小
　
　
　

大
森
　
千
恵
）

「
市
Ｐ
担
副
会
長
研
修
会
」開
か
れ
る

「
市
Ｐ
担
副
会
長
研
修
会
」開
か
れ
る

６
月
23
日
（
土
）　
熊
本
市
青
年
会
館

満席となった研修会場

わかりやすい研修を行っていただいた講師の髙木徳文氏

意
さ
れ
た
カ
ー
ド
に
記
載
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
対
面
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊

張
し
う
ま
く
話
せ
な
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
活
発
な
意
見
や
、
情
報

交
換
を
行
い
時
間
が
足
り
な
い
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
同
じ
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
地
域

性
・
伝
統
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
、

全
く
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
く
、
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た

こ
と
や
、
反
省
点
な
ど
が
出
て
き
て
、

参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
会
場
内
で
連
絡
先
等

を
交
換
し
て
い
る
方
や
名
刺
交
換
を

さ
れ
て
い
る
姿
も
見
か
け
ら
れ
、
単

Ｐ
会
長
同
士
の
絆
も
生
ま
れ
た
よ
う

で
し
た
。
す
ぐ
に
で
も
、
単
Ｐ
の
運

営
委
員
会
に
情
報
を
あ
げ
、
話
し
合

い
が
で
き
る
程
、
有
意
義
な
意
見
交

換
が
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。

（
出
水
中
　
才
藤
　
昌
史
）

（
日
吉
東
小
　
村
上
　
義
徳
）

　
平
成
24
年
６
月
23
日
（
土
）
熊

本
市
青
年
会
館
に
て
全
体
会
に
続

き
、
分
科
会
と
し
て
『
会
長
理
事

部
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
単
Ｐ
会
長
が
学
校
規
模

ご
と
に
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
キ
ン
グ
形
式
で
、
用

「
会
長
研
修
会
開
か
れ
る
」

「
会
長
研
修
会
開
か
れ
る
」

６
月
23
日
（
土
）　
熊
本
市
青
年
会
館

緊
張
の
中
の
研
修
開
始

引
き
続
き
、
申
請
継
続

〝
政
令
市
Ｐ
の
活
動
強
化
を
目
指
し
ま
す
〞

日
Ｐ
全
国
協
へ
の
正
会
員
申
請
「
承
認
に
至
ら
ず
」

　
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会（
以
下
、

市
Ｐ
協
）は
、熊
本
市
の
政
令
指
定

都
市
移
行
を
踏
ま
え
、本
年
３
月
13

日
の
臨
時
総
会
で「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会（
以
下
、日
Ｐ
全
国
協
）へ

正
会
員
申
請
を
行
う
」こ
と
の
決
議

に
基
づ
き
、３
月
15
日
付
け
で
日
Ｐ

全
国
協
へ
正
会
員
申
請
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、日
Ｐ
全
国
協
か

ら
は
、熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会（
以

下
、県
Ｐ
連
）と
市
Ｐ
協
に
お
け
る

「
こ
の
間
の
協
議
や
今
後
の
連
携
に

つ
い
て
協
議
が
不
足
・
不
透
明
で
あ

る
」と
の
判
断
で
、本
市
Ｐ
協
か
ら
の

正
会
員
申
請
に
つ
い
て
は
、日
Ｐ
全

国
協“

預
か
り”

と
の
判
断
で
、本
年

度
承
認
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
Ｐ
協
で
は
、こ
れ
ま
で
正
会
員

申
請
に
向
け
精
一
杯
の
努
力
を
積
み

重
ね
、ま
た
県
Ｐ
連
と
も
話
し
合
い

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、日
Ｐ
全
国

協
の
申
請
預
か
り
と
い
う
結
果
に
対

し
、単
Ｐ
の
皆
様
、会
員
の
皆
様
へ
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
活
動

を
高
め
、単
Ｐ
活
動
・
区
Ｐ
連
活
動
に

重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、当
然

な
が
ら「
正
会
員
申
請
の
継
続
」と

「
県
Ｐ
連
と
の
関
わ
り
」が
課
題
に
な

り
ま
す
。日
Ｐ
全
国
協
への
正
会
員
申

請
は
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
、県

Ｐ
連
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

県
Ｐ
連
・
市
Ｐ
協
と
も
独
自
の
自
立

あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
す
る
と
の

方
針
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
市
Ｐ
協
と
し
て
は
、県
Ｐ
連
で
の

「
熊
本
市
Ｐ
協
の
独
立
後
の
取
り
組

み・事
業
の
展
開
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
こ
と
」も
鑑
み
、昨
年
度
か
ら
の

方
針
ど
お
り『
各
単
Ｐ・
区
Ｐ
連
の
活

動
を
発
展・充
実
さ
せ
、子
ど
も
た
ち

に
よ
り
良
い
市
Ｐ
協
と
な
る
よ
う
、

熊
本
市
が
政
令
市
と
な
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ・
契
機（
平
成
24
年
４
月
１
日
）

で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
に
お
い
て
も
、県
Ｐ

【（社）日本ＰＴＡ全国協議会正会員申請にいたる主な経過】

子どもたち、私たちのために
各単位ＰＴＡ、各区ＰＴＡ連絡会の

活動を発展、充実させる

目的目的

H23. 6　政令市Ｐ準備特別委員会を立ち上げ

H24.3.15　日Ｐ全国協正会員申請

H24.5.19　市Ｐ協定期総会

H23. 7　区Ｐ準備委員会を立ち上げ

H23.12　日Ｐ全国協正会員申請に向けた説明会

H24. 2　市Ｐ協臨時総会
 議案：日Ｐ全国協正会員申請を行う

H24.6　日Ｐ全国協総会
（熊本市ＰＴＡ協議会正会員申請は議案提案されず）

今後日Ｐ全国協正会員を目指す

H24. 3　市Ｐ協臨時総会
 議案：日Ｐ全国協正会員申請を行う

←議決に至らず、
 「継続」審議

←議案を賛成多数で
　承認

←特別会計議案を
　賛成多数で承認

←県Ｐと今後の連携等を
　さらに協議

　
本
年
５
月
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、市
Ｐ
協「
特
別
会
計
」分
で
あ

る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
等
の
活
動
と
予
算
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、日

Ｐ
全
国
協
正
会
員
申
請
が
預
か
り
と
な
り
、市
Ｐ
協
で
は「
活
動
計

画
と
予
算
の
更
正
作
業
」の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
県
Ｐ
連
か
ら
の
独
立
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の
事
業
展
開
を
大
き
く
見

直
し
、よ
り
発
展
性
あ
る
充
実
し
た
市
Ｐ
協
活
動
の
構
築
に
努
め
る

こ
と
と
し
ま
す
。本
年
度
は
、特
に「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
」の
具
体
的
実
践

に
向
け
、検
討
を
進
め
て
お
り
、各
単
Ｐ
活
動
の
充
実・強
化
に
つ
な
が

る
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、市
Ｐ
協
活
動
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
の
主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ふ
れ
あ
い
読
書
研
究
会
推
進
活
動
支
援
（
継
承
事
業
）

○
全
保
護
者
参
加
活
動
支
援
（
継
承
事
業
）

○
地
域
連
携
活
動
支
援
（
新
規
事
業
）

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
（
新
規
事
業
）

○
教
育
の
日
活
動
支
援
（
新
規
事
業
）

○
熊
日
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
（
継
承
事
業
）

（
政
令
市
Ｐ
移
行
特
別
委
員
会
）

連
か
ら
独
立
し
、日
Ｐ
全
国
協
正
会

員
を
目
指
す
こ
と
』に
全
力
を
挙
げ

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、県
Ｐ
連
と
も
、県
下
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

新
た
な
組
織
的
な
枠
組
み
の
下
、話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

　
今
後
、機
会
を
と
ら
え
会
員
の
皆

様
に「
こ
れ
か
ら
の
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
、ご
報
告
・ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
が
、

ま
ず
は
現
状
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（

会
長
　
上
田
　
芳
裕
）

県
Ｐ
連
か
ら
の
自
立
で

〝
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
展
・
充
実
を
！
〞

シ
テ
ィ
で
活
か
そ
う
！
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
）

シ
テ
ィ
で
活
か
そ
う
！
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
）

シ
テ
ィ
で
活
か
そ
う
！
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
）

後
半
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
グ
ル
ー
プ

ト
ー
キ
ン
グ

会
長
理
事
、
市
Ｐ
担
副
会
長
理
事
の
在
り
方

と
し
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
森
徳
和
氏

貴重な経験談を話される常任理事 １年目、２年目と分かれて着席
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６
月
14
日
（
木
）
10
時
よ
り
、
２

時
間
半
の
時
間
を
設
け
、
中
央
公

民
館
に
て
会
計
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
高
木
徳
文
氏
（
元

市
Ｐ
協
副
会
長
）
を
お
招
き
し
、

初
級
編
・
応
用
編
の
二
部
構
成
で
ご

講
演
頂
き
、
約
１
２
０
名
と
い
う
、

多
く
の
会
計
担
当
者
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
初
級
編
で
は
ま
ず
、「
誰
が
見
て

も
わ
か
る
」「
誰
で
も
出
来
る
」「
透

明
性
を
保
つ
」
と
い
う
３
つ
の
条
件

を
満
た
す
た
め
に
一
般
的
な
会
計

ル
ー
ル
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
い
う

説
明
の
後
、
経
理
未
経
験
者
で
も

理
解
し
や
す
い
解
説
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
現
金
主
義
の
あ
り
方
や
勘
定

科
目
の
仕
分
け
方
な
ど
、
実
務
に

直
結
し
た
内
容
で
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
、
常
日
頃
疑
問
に
感
じ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
会
計
監
査
日
の
記
載
は

平
成
○
○
年
３
月
31
日

と
実
際
の
決
算
日
の
ど
ち

ら
に
す
べき
か
？

Ａ
．
監
査
日
の
記
載
は
実
際

に
監
査
を
し
た
日
。
会

計
年
度
（
４
月
１
日
〜

３
月
31
日
）
は
遵
守
。

必
ず
年
度
末
で
締
め
る
こ

と
。
未
精
算
残
高
が
あ

る
場
合
は
、
年
度
末
日

ま
で
に
清
算
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
も

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
繰

り
越
す
。
年
度
の
日
付
は

変
え
て
は
い
け
な
い
。（
会

則
で
会
計
年
度
は
限
定

し
て
あ
る
は
ず
。）

Ｑ
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
集
金
が
な

か
な
か
終
わ
ら
な
い
。
何

か
い
い
方
法
は
？
ま
た
、

年
度
末
ま
で
に
納
入
さ
れ

な
い
場
合
は
ど
う
処
理
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

Ａ
．
根
気
よ
く
請
求
。
場
合

に
よ
っ
て
は
月
払
い
に
し

て
請
求
を
。
未
納
の
場

合
は
記
帳
し
な
い
。
予
算

額
と
決
算
額
が
異
な
る

だ
け
。
異
な
っ
て
も
問
題

な
し
。

Ｑ
．
転
校
生
に
会
費
を
返
金

す
る
際
に
、
引
っ
越
し
等

で
領
収
書
の
も
ら
い
そ
こ

ね
や
返
金
で
き
な
い
時
が

あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
処

理
は
？ 

Ａ
．
現
金
を
渡
し
た
時
に
必
ず

領
収
書
を
も
ら
う
。
も
ら

え
な
け
れ
ば
渡
さ
な
い
。

返
金
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
し
な
か
っ
た
場
合
は

何
も
し
な
い
。

　
ま
た
、
単
Ｐ
の
会
計
処
理
で
工
夫

し
た
点
や
改
善
で
き
た
項
目
も
挙
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

・
市
Ｐ
提
供
の
会
計
ソ
フ
ト
を
導

入
。
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
決

算
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

・
教
頭
先
生
が
昨
年
よ
り
も
も
っ
と

協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
先
生
方
と

の
連
携
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
。

・
会
費
の
集
金
袋
（
持
参
）
を
フ
ァ

ス
ナ
ー
袋（
在
籍
中
６
年
間
使
用
。

小
銭
紛
失
防
止
）
に
変
え
た
。

　
後
半
の
応
用
編
で
は
、
ま
ず
Ｐ
Ｔ

Ａ
予
算
編
成
の
留
意
点
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

①
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
本

来
の
目
的
の
た
め
に
編
成
す

る
。

②
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
管
理
に
つ
い
て

は
、
事
務
の
負
担
軽
減
や
合

理
化
を
考
慮
し
、
会
員
か
ら

疑
義
を
招
か
な
い
よ
う
に
す

る
。

　
そ
の
後
、
実
際
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算

書
・
決
算
書
を
使
っ
た
講
習
が
行
わ

れ
、
間
違
っ
て
し
ま
い
や
す
い
部
分
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
質
疑
応
答
や
ア
ン
ケ
ー

ト
記
入
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
も

活
発
な
質
問
や
意
見
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

　
普
段
聞
く
こ
と
の
少
な
い
他
校
の

情
報
も
多
く
入
手
で
き
、
会
計
と
し

て
の
見
聞
を
広
め
る
こ
と
の
で
き
た

研
修
会
で
し
た
。

（
白
山
小
　
徳
山
　
理
恵
）

（
泉
ヶ
丘
小
　
野
瀬
田
　
隆
）

「
会
計
研
修
会
開
か
れ
る
」

「
会
計
研
修
会
開
か
れ
る
」

　
仕
事
で
産
婦
人
科
の
病
院
へ

行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
当
然
、

周
り
に
は
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣
き
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
わ
が

子
が
生
ま
れ
た
時
の
情
景
や
当

時
私
が
思
い
描
い
て
い
た
夢
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
健
康

で
元
気
に
育
っ
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
よ
う
！
」
と
、
ご
く
普
通

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
楽
し
み
な

夢
で
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
が

小
学
校
の
部
活
に
入
る
と
「
な

ぜ
こ
ん
な
球
が
打
て
な
い
？
な

ぜ
、
そ
れ
く
ら
い
の
捕
れ
な
い
？
」

と
、
子
ど
も
に
き
つ
く
声
を
浴
び

せ
て
い
た
事
も
同
時
に
思
い
出
さ

れ
た
の
で
し
た
。

　
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
は
上

達
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
成
長
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
厳
し
さ
も

必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

楽
し
さ
を
見
出
す
事
、
見
出
し

て
や
る
事
も
、
も
ち
ろ
ん
大
切
な

事
だ
と
も
思
い
ま
す
。一
方
、
私

自
身
は
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
て
い
な
い
か
？
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
早
い
も
の
で
、
子
ど
も
の
９
年

間
の
義
務
教
育
も
終
わ
り
が
近

づ
き
、
高
校
受
験
を
控
え
る
今
、

子
ど
も
が
「
た
だ
い
ま
」
と
帰
っ

て
く
る
日
常
を
、
今
一
度
、
生
ま

れ
た
当
時
を
思
い
出
し
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
で
接
す
る
事

が
大
切
だ
と
、
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。（

武
蔵
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
　

畑
田
秀
澄
）

〝
あ
り
が
と
う
〞の気

持
ち

６
月
14
日
（
木
）　
熊
本
市
中
央
公
民
館

《
会
計
処
理
に
つ
い
て
の
実
務
的
な
研
修
会
》

　「
今
さ
ら
聞
け
な
い
市

Ｐ
担
当
副
会
長
の
常
識
」

を
テ
ー
マ
に
市
Ｐ
担
副
会

長
理
事
部
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
Ｐ
担
当
副

会
長
部
会
の
役
員
の
３
人

の
方
々
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
理
事
を
含
め

多
く
の
参
加
者
の
中
で
テ

ス
ト
形
式
や
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
っ
た
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
や
地
域
と
の
協

賛
す
る
事
業
に
つ
い
て
、Ｐ

Ｔ
Ａ
災
害
見
舞
金
の
適

用
の
あ
り
方
や
、Ｐ
Ｔ
Ａ

が
今
後
行
う
事
業
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

Ｐ
担
当
副
会
長
ア
ン
ケ
ー

ト
の
分
析
で
は
、「
市
Ｐ

担
当
は
２
年
目
か
ら
楽
し

く
な
り
友
人
も
で
き
る
」

こ
と
や
、
併
せ
て
各
校
区

で
の
役
員
決
め
の
状
況
、

家
庭
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
両

立
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は

「
出
会
い
も
あ
り
楽
し
く

活
動
を
し
た
い
」
と
の
声

も
あ
り
、
今
後
の
活
動
に

お
い
て
大
い
に
役
立
つ
こ

と
が
で
き
る
と
実
感
し
た

研
修
会
で
し
た
。

（
中
島
小
　
　
　
　

山
木
　
生
也
）

（
松
尾
北
小
　
　
　

大
森
　
千
恵
）

「
市
Ｐ
担
副
会
長
研
修
会
」開
か
れ
る

「
市
Ｐ
担
副
会
長
研
修
会
」開
か
れ
る

６
月
23
日
（
土
）　
熊
本
市
青
年
会
館

満席となった研修会場

わかりやすい研修を行っていただいた講師の髙木徳文氏

意
さ
れ
た
カ
ー
ド
に
記
載
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
対
面
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊

張
し
う
ま
く
話
せ
な
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
活
発
な
意
見
や
、
情
報

交
換
を
行
い
時
間
が
足
り
な
い
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
同
じ
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
地
域

性
・
伝
統
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
、

全
く
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
く
、
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た

こ
と
や
、
反
省
点
な
ど
が
出
て
き
て
、

参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
会
場
内
で
連
絡
先
等

を
交
換
し
て
い
る
方
や
名
刺
交
換
を

さ
れ
て
い
る
姿
も
見
か
け
ら
れ
、
単

Ｐ
会
長
同
士
の
絆
も
生
ま
れ
た
よ
う

で
し
た
。
す
ぐ
に
で
も
、
単
Ｐ
の
運

営
委
員
会
に
情
報
を
あ
げ
、
話
し
合

い
が
で
き
る
程
、
有
意
義
な
意
見
交

換
が
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。

（
出
水
中
　
才
藤
　
昌
史
）

（
日
吉
東
小
　
村
上
　
義
徳
）

　
平
成
24
年
６
月
23
日
（
土
）
熊

本
市
青
年
会
館
に
て
全
体
会
に
続

き
、
分
科
会
と
し
て
『
会
長
理
事

部
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
単
Ｐ
会
長
が
学
校
規
模

ご
と
に
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
キ
ン
グ
形
式
で
、
用

「
会
長
研
修
会
開
か
れ
る
」

「
会
長
研
修
会
開
か
れ
る
」

６
月
23
日
（
土
）　
熊
本
市
青
年
会
館

緊
張
の
中
の
研
修
開
始

引
き
続
き
、
申
請
継
続

〝
政
令
市
Ｐ
の
活
動
強
化
を
目
指
し
ま
す
〞

日
Ｐ
全
国
協
へ
の
正
会
員
申
請
「
承
認
に
至
ら
ず
」

　
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会（
以
下
、

市
Ｐ
協
）は
、熊
本
市
の
政
令
指
定

都
市
移
行
を
踏
ま
え
、本
年
３
月
13

日
の
臨
時
総
会
で「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
会（
以
下
、日
Ｐ
全
国
協
）へ

正
会
員
申
請
を
行
う
」こ
と
の
決
議

に
基
づ
き
、３
月
15
日
付
け
で
日
Ｐ

全
国
協
へ
正
会
員
申
請
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、日
Ｐ
全
国
協
か

ら
は
、熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会（
以

下
、県
Ｐ
連
）と
市
Ｐ
協
に
お
け
る

「
こ
の
間
の
協
議
や
今
後
の
連
携
に

つ
い
て
協
議
が
不
足
・
不
透
明
で
あ

る
」と
の
判
断
で
、本
市
Ｐ
協
か
ら
の

正
会
員
申
請
に
つ
い
て
は
、日
Ｐ
全

国
協“

預
か
り”

と
の
判
断
で
、本
年

度
承
認
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
Ｐ
協
で
は
、こ
れ
ま
で
正
会
員

申
請
に
向
け
精
一
杯
の
努
力
を
積
み

重
ね
、ま
た
県
Ｐ
連
と
も
話
し
合
い

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、日
Ｐ
全
国

協
の
申
請
預
か
り
と
い
う
結
果
に
対

し
、単
Ｐ
の
皆
様
、会
員
の
皆
様
へ
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
活
動

を
高
め
、単
Ｐ
活
動
・
区
Ｐ
連
活
動
に

重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、当
然

な
が
ら「
正
会
員
申
請
の
継
続
」と

「
県
Ｐ
連
と
の
関
わ
り
」が
課
題
に
な

り
ま
す
。日
Ｐ
全
国
協
への
正
会
員
申

請
は
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
、県

Ｐ
連
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

県
Ｐ
連
・
市
Ｐ
協
と
も
独
自
の
自
立

あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
す
る
と
の

方
針
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
市
Ｐ
協
と
し
て
は
、県
Ｐ
連
で
の

「
熊
本
市
Ｐ
協
の
独
立
後
の
取
り
組

み・事
業
の
展
開
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
こ
と
」も
鑑
み
、昨
年
度
か
ら
の

方
針
ど
お
り『
各
単
Ｐ・
区
Ｐ
連
の
活

動
を
発
展・充
実
さ
せ
、子
ど
も
た
ち

に
よ
り
良
い
市
Ｐ
協
と
な
る
よ
う
、

熊
本
市
が
政
令
市
と
な
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ・
契
機（
平
成
24
年
４
月
１
日
）

で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
に
お
い
て
も
、県
Ｐ

【（社）日本ＰＴＡ全国協議会正会員申請にいたる主な経過】

子どもたち、私たちのために
各単位ＰＴＡ、各区ＰＴＡ連絡会の

活動を発展、充実させる

目的目的

H23. 6　政令市Ｐ準備特別委員会を立ち上げ

H24.3.15　日Ｐ全国協正会員申請

H24.5.19　市Ｐ協定期総会

H23. 7　区Ｐ準備委員会を立ち上げ

H23.12　日Ｐ全国協正会員申請に向けた説明会

H24. 2　市Ｐ協臨時総会
 議案：日Ｐ全国協正会員申請を行う

H24.6　日Ｐ全国協総会
（熊本市ＰＴＡ協議会正会員申請は議案提案されず）

今後日Ｐ全国協正会員を目指す

H24. 3　市Ｐ協臨時総会
 議案：日Ｐ全国協正会員申請を行う

←議決に至らず、
 「継続」審議

←議案を賛成多数で
　承認

←特別会計議案を
　賛成多数で承認

←県Ｐと今後の連携等を
　さらに協議

　
本
年
５
月
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、市
Ｐ
協「
特
別
会
計
」分
で
あ

る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
等
の
活
動
と
予
算
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、日

Ｐ
全
国
協
正
会
員
申
請
が
預
か
り
と
な
り
、市
Ｐ
協
で
は「
活
動
計

画
と
予
算
の
更
正
作
業
」の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
県
Ｐ
連
か
ら
の
独
立
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の
事
業
展
開
を
大
き
く
見

直
し
、よ
り
発
展
性
あ
る
充
実
し
た
市
Ｐ
協
活
動
の
構
築
に
努
め
る

こ
と
と
し
ま
す
。本
年
度
は
、特
に「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
」の
具
体
的
実
践

に
向
け
、検
討
を
進
め
て
お
り
、各
単
Ｐ
活
動
の
充
実・強
化
に
つ
な
が

る
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、市
Ｐ
協
活
動
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
の
主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ふ
れ
あ
い
読
書
研
究
会
推
進
活
動
支
援
（
継
承
事
業
）

○
全
保
護
者
参
加
活
動
支
援
（
継
承
事
業
）

○
地
域
連
携
活
動
支
援
（
新
規
事
業
）

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
（
新
規
事
業
）

○
教
育
の
日
活
動
支
援
（
新
規
事
業
）

○
熊
日
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
（
継
承
事
業
）

（
政
令
市
Ｐ
移
行
特
別
委
員
会
）

連
か
ら
独
立
し
、日
Ｐ
全
国
協
正
会

員
を
目
指
す
こ
と
』に
全
力
を
挙
げ

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、県
Ｐ
連
と
も
、県
下
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

新
た
な
組
織
的
な
枠
組
み
の
下
、話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

　
今
後
、機
会
を
と
ら
え
会
員
の
皆

様
に「
こ
れ
か
ら
の
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
、ご
報
告
・ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
が
、

ま
ず
は
現
状
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（

会
長
　
上
田
　
芳
裕
）

県
Ｐ
連
か
ら
の
自
立
で

〝
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
展
・
充
実
を
！
〞

シ
テ
ィ
で
活
か
そ
う
！
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
）

シ
テ
ィ
で
活
か
そ
う
！
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
）

シ
テ
ィ
で
活
か
そ
う
！
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
）

後
半
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
グ
ル
ー
プ

ト
ー
キ
ン
グ

会
長
理
事
、
市
Ｐ
担
副
会
長
理
事
の
在
り
方

と
し
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
森
徳
和
氏

貴重な経験談を話される常任理事 １年目、２年目と分かれて着席

くまもと市ＰＴＡ会報 平成24年７月17日　（2）第115号（3）　平成24年７月17日 くまもと市ＰＴＡ会報 第115号



　熊
本
市
１
３
５
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
・
市
Ｐ
担
当
副
会
長
、
並
び
に

各
学
校
長
の
皆
様
、
ま
た
、
廣
塚

教
育
長
ほ
か
御
来
賓
の
皆
様
、
多

数
ご
参
加
い
た
だ
く
中
、
本
定
期
総

会
が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
を
振
り
か
え
り
ま

す
と
、
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
（
以

下
、
市
Ｐ
協
）
の
諸
活
動
に
、
ご
理

解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

　発
足
し
て
63
年
、
１
３
５
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
構
成
さ
れ
る
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会（
以
下
、
市
Ｐ
協
）の
平
成
24

年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

熊本市PTA協議会
会　　　長
編集責任者

上田　芳裕
倉光　宏一

熊本市中央区草葉町5-1
TEL（356）1122  FAX（351）2309

印刷：㈱キャップ
TEL（362）3333

http://www.kumamotocity-pta.net
info@kumamotocity-pta.net

さ
ら
な
る
活
力
と
魅
力
あ
る

政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

平
成
24
年
度
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
定
期
総
会

　今
年
度
の
会
員
は
約
５
５
、
０
０

０
人
、
熊
本
市
が
政
令
市
と
な
り
、

市
Ｐ
協
に
お
い
て
も
、
新
た
な一歩
と

な
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。多
数
の

来
賓
と
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ（
以
下
、
単
Ｐ
）

の
代
表
者
が
出
席
し
、
す

べ
て
の
議
事
は
承
認
さ

れ
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　総
会
時
点
で
は
、
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
へ
の

加
入
を
申
請
し
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
加
入
が
認
め

ら
れ
る
か
は
、
計
り
知
れ

な
い
状
況
の
な
か
、
市
Ｐ

協
、
単
Ｐ
の
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
の
「
Ｃ
Ｃ
Ｐ

プ
ラ
ン
」
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
着
々
と
逞
し
く
な

る
新
た
な
市
Ｐ
協
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　最
後
に
、
い
た
わ
り
の

心
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成

と
、
親
も
学
び
あ
い
連
携

す
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
理
念
が
高
ら
か
に
宣

言
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
市
長
表
彰
６
人
、
教

受
賞
者
発
表

表彰式の様子 廣塚教育長来賓挨拶

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　特
に
熊
本
市
の
政
令
市
移
行
に

際
し
、
政
令
市
Ｐ
Ｔ
Ａ（
以
下
、
政

令
市
Ｐ
）の
組
織
と
活
動
の
あ
り
方
・

枠
組
み
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
を
行

い
、一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
向
性
を
決

定
し
て
き
ま
し
た
。

　15
回
に
及
ぶ
政
令
市
Ｐ
準
備
特

別
委
員
会
、
政
令
市
Ｐ
説
明
会
、

そ
し
て
２
度
に
わ
た
る
臨
時
総
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
例
年
に
な
い
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
ご
議

論
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
、

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　３
月
13
日
に
開
催
し
た
臨
時
総

会
で
、（
社
）日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
（
以
下
、
日
Ｐ
全
国
協
）
に
正

会
員
申
請
を
行
う
と
い
う
議
決
を
い

た
だ
き
、
現
在
、
３
月
15
日
付
け
で
、

日
Ｐ
へ
申
請
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日
付
け

で
、熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以
下
、

県
Ｐ
連
）
か
ら
発
展
的
な
独
立
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き

た
県
Ｐ
研
究
大
会
や
九
Ｐ
研
究
大
会

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
熊
本
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
費
用
負
担

面
を
含
め
、
精
一
杯
協
議
し
て
き
ま

し
た
が
、
時
間
的
な
余
裕
も
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
確
定
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
平
成
24
年
度
は
移
行

準
備
期
間
と
し
て
、
県
Ｐ
と
の
協
議

を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、市
Ｐ
協
、区
Ｐ
連
絡
会
（
以

下
、
区
Ｐ
連
）、
学
校
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
」
と
い

う
政
令
市
Ｐ
の
新
規
事
業
を
考
え
て

い
ま
す
。Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
で
は
、「
ふ
れ

あ
い
読
書
研
究
会
推
進
活
動
支
援
」

「
全
保
護
者
参
加
活
動
支
援
」「
地

域
連
携
活
動
支
援
」「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
」「
教
育
の
日
活
動
支
援
」「
熊

日
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
６
つ

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
総
会
後
、
新
年
度
に
お

い
て
更
に
詳
細
検
討
を
行
い
、
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　日
Ｐ
正
会
員
申
請
に
つ
い
て
は
、

６
月
の
日
Ｐ
総
会
で
ど
う
扱
わ
れ
る

か
は
、
計
り
知
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

市
Ｐ
協
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
期
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
Ｐ
協
・

区
Ｐ
連
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
各
単
Ｐ
で
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
が
よ
り
発
展
し
、
ひ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
教
育
環

境
整
備
に
つ
な
が
っ
て
い
く
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
」
の
取
り
組
み
と
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
各
単
Ｐ・
更
に
は

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
区
Ｐ
連
の

更
な
る
発
展
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
、
み
ん
な
の
力
で
確

か
な
も
の
に
で
き
る
よ
う
、「
強
調
と

連
帯
・
そ
し
て
配
慮
」
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
年
度
市
Ｐ
協
を
支
え
て
い
た
だ
く

学
校
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
対
し
、

引
き
続
き
ま
す
ご
協
力
・
ご
尽
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
な
る
「
強
調
と
連
帯
・
そ
し
て
配
慮
」
あ
る
活
動
を
目
指
し
て
！

会長あいさつ

熊本市ＰＴＡ協議会
会長　上田　芳裕

平成24年度  熊本市ＰＴＡ協議会役員（敬称略）

中央
中央
東
西
南
北
東
東
南
中央
東
西
南
北
中央
西
北
中央
西
南
北
中央
西

名　前 地　区

総務
厚生
教養
健安
広報
厚生
　

総務
厚生
教養
健安
広報
総務
教養
広報
教養
厚生
総務
広報

所属委員会役職名
会 長
副 会 長
　
　
　
　
市Ｐ担当副会長部会長
会 計 理 事
　
専門委員会委員長
　
　
　
　
常 任 理 事
　
　
　
　
　
　
監 事
　
市 Ｐ 事 務 局
　
　
参 与

　西
原
中
で
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
真

ん
中
に
は
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
持
ち
、
支
え
合

い
、絆
を
深
め
よ
う
。」
を
合
言
葉
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　本
校
は
緑
豊
か
な
学
校
で
、
校
木

の
お
が
た
ま
の
木
や
四
季
折
々
の

花
々
が
校
内
を
彩
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
腐
葉
土

介Ｐ紹単
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
頑
張
る
学
校
と

　
　
　

  

子
ど
も
た
ち
の
応
援
団
」

【
西
原
中
学
校
】

うちの学校のこんなトコ紹介します！

　帯
山
中
は
生
徒
の
心
を
育
む
教

育
の一
環
と
し
て｢

人
が
環
境
を
つ
く

り
、
環
境
が
人
を
つ
く
る｣

を
テ
ー
マ

に
平
成
17
年
度
か
ら
生
徒
が
主
体
と

な
り
、
保
護
者
や
地
域
も
協
力
す
る

環
境
緑
化
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
熊
本
市
学
校
環
境
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
で
平
成
22
年
度
に
「
つ
ば
き

賞
」
を
、
平
成
23
年
度
に
「
熊
本

市
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
度
に
第
63
回
全
国
植
樹
祭
学

校
環
境
緑
化
の
部(

中
学
校)

で
特

撰（
文
部
科
学
大
臣
賞
）を
受
賞
し
、

「
全
国
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

日
本
一
」

【
帯
山
中
学
校
】

や
種
作
り
か
ら
花
を
育
て
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
や
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
５
月
に
は
バ
ラ
園
に
「
西

原
朝
顔
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
も
完
成
し

ま
し
た
。
秋
に
は
地
域
交
流
推
進
事

業
と
し
て
、
育
て
た
花
を
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
、ご
高
齢
の
方
宅
へ
贈
る
「
花

の
宅
配
便
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
交
流

活
動
も
併
せ
、
ど
ち
ら
も
と
て
も
好

評
で
す
。

　委
員
会
活
動
と
し
て
は
、
文
化

厚
生
委
員
会
が
七
宝
焼
き
な
ど
の

講
習
会
を
企
画
開
催
し
、
家
庭
で
の

子
育
て
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
保
護

者
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　本
年
度
、子
ど
も
た
ち
は
「
ス
リ
ッ

パ
並
べ
隊
」
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
私
た
ち
保
護
者

も
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
す
る

な
ど
、
頑
張
る
学
校
と
子
ど
も
た
ち

を
精一杯
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

（
西
原
中

　甲
斐

　あ
ず
さ
）

正
門
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

東
バ
イ
パ
ス
道
守
花
壇

日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
を

１
万
本
の
花
で
送
り
出
す
「
種
苗
サ

ク
ラ
ソ
ウ
、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
大
作

戦
」、
夏
の
校
舎
を
彩
る
「
ク
リ
ー

ピ
ア
挿
し
芽
１
万
本
作
戦
」、「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
２
千
本
向
日
葵

花
壇
」
や
毎
朝
２
百
人
を
超
え
る
生

徒
に
よ
る
校
舎
内
外
の
清
掃
及
び
あ

い
さ
つ
運
動
、全
校
生
徒
に
よ
る
日
々

の
緑
化
活
動
な
ど
、
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
生

徒
の
主
体
性
を
生
か
し
た
環
境
教

育
、
心
を
育
て
る
教
育
に
取
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
帯
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
美
化
や
緑
化
活
動

を
は
じ
め
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
交
通

安
全
指
導
、
学
校
行
事
の
支
援
、
バ

　今
回
初
め
て
会
報
作
成
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。会

報
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
今
、伝

え
る
こ
と
」を
主
眼
に
４
面
の
誌

面
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

素
人
が
つ
く
っ
た
誌
面
で
す
の
で
、

何
か
と
不
備
な
点
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、最
後
ま
で
お
読
み
い

た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。

　最
後
に
、前
期
編
集
委
員
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、取
材
か
ら
記
事
作
成
ま
で
を

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
長

　
　
　
　
　

倉
光
宏
一（
武
蔵
小
））

■
前
期
編
集
委
員
■

（
順
不
同
／
敬
称
略
）  

畑
田
　秀
澄
（
武
蔵
中
）

中
山
　幸
美
（
楠
　
　中
）

冨
盛
　
　勝
（
麻
生
田
小
）

岩
本
　宗
智
（
武
蔵
中
）

才
藤
　昌
史
（
出
水
中
）

青
木
　勝
士
（
帯
山
中
）

徳
山
　理
恵
（
白
山
小
）

甲
斐
あ
ず
さ
（
西
原
中
）

野
瀬
田
　隆
（
泉
ヶ
丘
小
）

大
森
　千
恵
（
松
尾
北
小
）

山
木
　生
也
（
中
島
小
）

村
上
　義
徳
（
日
吉
東
小
）

伊
藤
　
　恒
（
隈
庄
小
）

平
成
24
年
５
月
19
日（
土
）　
熊
本
市
立
図
書
館

育
長
表
彰
４
人
、
市
Ｐ
協
個
人
表
彰

８
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
を
代
表
し
て
山
形
継
司

さ
ん
（
前
年
度
常
任
理
事
）
か
ら
御

礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

（
楠
中

　中
山

　幸
美
）

（
武
蔵
中

　岩
本

　宗
智
）

上田　芳裕
緒方　玲子
緒方　俊生
松村　晋
清田　好彦
畑田　秀澄
山野　佳子
江頭　隆一
下野　成人
阿久根祐子
緒方　秀一
坂口　淳
坂本　隆生
倉光　宏一
新富　浩之
田尻　哲也
富盛　勝
竹濵さおり
前渕　洋子
堀川　光江
中山　幸美
菊川　正昭
湊　　一
森川　和憲
山田　清佳
滝本　恵子
薬師寺　孝
溜渕　孝二
井上　正文
濵平　清志
吉田　忠生

（白川中）
（出水南中）
（錦ヶ丘中）
（井芹中）
（日吉小）
（武蔵中）
（湖東中）
（長嶺小）
（豊田小）
（帯山西小）
（桜木中）
（河内中）
（力合小）
（武蔵小）
（碩台小）
（芳野小）
（麻生田小）
（江原中）
（白坪小）
（日吉中）
（楠中）
（京陵中）
（白坪小）
（事務局長）
（事務局員）
（事務局員）
（小学校長会代表）
（中学校長会代表）
（教育政策課長）
（指導課長）
（教育政策課）

「
保
護
者
P
O
W
E
R
」【

隈
庄
小
学
校
】

　隈
庄
小
学
校
は
熊
本
市
南
区
城

南
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
児

童
数
４
７
８
名
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
３

９
６
の
小
学
校
で
、
本
校
の
歴
史
を

遡
れ
ば
平
成
・
昭
和
・
大
正
・
明

治
さ
ら
に
江
戸
時
代
ま
で
に
た
ど
り

着
く
歴
史
あ
る
小
学
校
で
す
。

　隈
庄
小
学
校
で
は
８
月
を
除
く

毎
月
月
始
め
に
校
門
と
南
門
、
登

校
班
集
合
場
所
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
子

・ ８月　４日（土）午後　第 42 回熊本市ＰＴＡ協議会ソフト

バレーボール大会

・ ９月　３日（月）朝　　熊本市PTA協議会一斉あいさつ運動

・11月 10日（土）午後　熊本市PTA研究大会

・ １月　７日（月）朝　　熊本市PTA協議会一斉あいさつ運動

お知らせ

ザ
ー
の
開
催
な
ど
多
彩
な
場
面
で
地

域
と
共
に
積
極
的
に
参
加
し
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
帯
山
中

　青
木

　勝
士
）

中
庭
で
の
全
校
集
会

グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
作
。
西
原
中

ア
サ
ガ
オ
ツ
リ
ー

七
宝
焼
き
体
験
で
保
護
者
間
の
交
流
が
深
ま

り
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
運
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
に
は

５
年
生
と
１
年
生
共
同
で
も
ち
米
の

田
植
え
を
行
い
、
10
月
に
収
穫
し
12

月
に
そ
の
も
ち
米
を
使
い
収
穫
祭
を

開
催
し
、
ク
ラ
ス
単
位
に
分
か
れ
臼

と
杵
で
餅
つ
き
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
や
地
域
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

参
加
も
あ
り
大
変
楽
し
い
行
事
の
一

つ
で
す
。

　写
真
は
校
舍
中
庭
で
の
全
校
集

会
の
風
景
で
す
。
中
庭
に
は
竹
馬
や

ベ
ン
チ
な
ど
が
置
か
れ
て
、
昼
休
み

時
間
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
す
。

　Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
毎
年
６
月
第

１
日
曜
日
に
、
お
や
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
校
内
の
美
化
作
業
を
開
催

し
、
父
親
（
母
親
）
の
力
で
子
ど
も

た
ち
の
学
習
、
運
動
の
場
を
き
れ
い

に
し
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
隈
庄
小

　伊
藤

　恒
） 

お
や
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
美
化
作
業
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